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研究成果の概要（和文）： 

3 次元空間において、物を探したり物の距離を判断したりする時、私たちは無意識のうちに「天

井」よりも「地面」や「床」の方に注意を向ける。（「地面優位性効果」）。本研究では、樹上生

活に適応したチンパンジーにおいて同様の探索戦略が見られるか否かについて、絵画的手がか

りで定義された「地面」、「天井」を用いて検討した。その結果、チンパンジーもヒトと同様、

「天井」よりも｢地面｣の上の物の探索の方が効率的であることが示された。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

In humans, visual attention is distributed over a “ground” surface rather than 

“ceiling” or “wall” surfaces when we search for some objects and judge a distance 

between objects (“the ground dominance effect”). In this study, we examined whether 

chimpanzees show similar search strategy on the ground-like or the ceiling-like surfaces 

defined by pictorial depth cues. The findings indicate that in both chimpanzees and humans, 

a ground-like surface facilitated the search for objects on it. 
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１．研究開始当初の背景 
 ヒトを含む全ての動物は、自己の身体を通
して環境へ関わる。したがって、身体の構造
や生活の様式もまた、知覚へ制約を与える要
因となりうる。そこで、ヒトとは 3 次元空間
の利用の仕方が異なるチンパンジーを対象
に、比較認知科学の視点から、3 次元空間に
おける探索行動パタンについて比較した。 

たとえば、私たちは 3 次元空間において、
物を探したり物の距離を判断したりする時、
無意識のうちに「天井」よりも「地面」や「床」
の方に注意を向けるといわれている。ヒトは
地上性の動物であり、「地面」の上にあるも
のと関わることが多い。ヒトの視覚系にとっ
ては「天井」や「壁面」などの他の面に比べ、
「地面」の上の物の距離や大きさをより効率
よく判断できた方が都合がよいと思われる。
ヒトの場合には、同様の傾向が 2次元画像か
ら 3次元の空間を知覚する場合においても見
られる。 

一方、ヒトに最も近縁なチンパンジーは、
季節にもよるが樹上で一日の大半の時間を
過ごす。主食となる果実を探し求めて樹上を
移動したり、樹上にベッドをつくったりする。
樹上で物を探索したり移動したりするには
「地面」に限らず、あらゆる方向に対して均
等に注意を配分した方が都合がよいかもし
れない。このように、生活様式の異なるヒト
とチンパンジーは、それぞれどのように 3次
元の空間を認識しているのだろうか。 

これまでの研究から、チンパンジーもヒト
と同様、陰影や遠近法などの絵画的手がかり
から 2次元映像に 3次元の奥行きを知覚する
ことが明らかになった。一方で、そうして知
覚された 3次元空間内をどのように探索する
かに関する検討は比較的少ない。チンパンジ
ーにおいてもヒトと同様「地面」の上の物と
「天井」の面にある物を探索する場合でその
効率に違いがあるのだろうか。 
 
 
２．研究の目的 
 本実験では、ヒトと移動様式の異なるチン
パンジーを対象に、2 次元映像から知覚され
る 3次元空間を探索する課題で、「地面」に
おける探索の優位性（「地面優位性効果」）
を示すか否かについて、視覚探索課題を用い
て検討した。 
 
 
３．研究の方法 
 京都大学霊長類研究所にて、7個体のチンパ
ンジーと5名のヒトを対象に2つの実験を実施
した。 

実験では、タッチパネルを装着したモニタ
上の「地面」（実験1）あるいは「天井」（実

験2）を模した面に、複数の立方体が呈示され
る。課題は、その中から上面または側面の輝
度が他と異なるもの（ターゲット）を検出し
、触れることである。ターゲット検出に必要
な反応時間を計測し、分析の対象とする。こ
のテストに先立ち、チンパンジーは複数の視
覚パタンの中から輝度の異なるパタンを検出
する訓練を受けた。36試行を1セッションとし
た訓練セッションにおいて、連続2セッション
以上正答率が90％を超えるまで訓練を継続し
た。 
 
実験1：「地面」上の視覚探索 

コンピュータのモニタ画面上に、複数の立
方体を並べたものを提示した（図1a,b）。立
方体の大きさは下から上に向かって徐々に小
さくなっているが、ヒトが見ると、まるで同
じ大きさの立方体が「地面」の上に手前から
奥に向かって規則正しく並んでいるように見
える。実際には「地面」は存在しないのだが
、複数の立方体の底面が同一の「地面」の上
に接地しているかのように見える。「壁面」
など他の面に接地しているように見なすのは
難しい。さらに、複数並んだ立方体の中に１



つだけ色の違う面を持った立方体が含まれて
いる。この立方体を選べば正解とした。正解
の立方体に触れるまでの時間を計測した。 

ここで2つの条件を設けた。1つ目は、立方
体の「上面」の色が違う条件（図1a）、つま
り「地面」に沿った面の中に色の違いが現れ
る条件である。2つ目は立方体の「側面」の色
が違う条件（図1b）、つまり「地面」とは方
向が異なる面の中に色の違いが現れる条件で
ある。もし、「地面」に沿って注意が広がる
のだとすれば、「地面」に沿った色の違い、
つまり「上面」の色が違う条件の方が「側面
」の色が違う条件に比べ、速く検出できると
予測される。96試行を1セッションとしたテス
トセッションを、各個体8セッションずつ実施
した。 
ヒトを対象にこのテストを2セッションお

こなったところ、立方体の「上面」の色が違
う条件で「側面」の色が違う条件よりもすば
やく答えられた。ヒトでは「地面」に沿った
面に対し優先的に注意を向けることが明らか
になった。7個体のチンパンジーも、ヒトとよ
く似た結果を示した。このことは、チンパン
ジーがコンピュータのモニタ画面に提示され
た立方体の配置から3次元の奥行き感を感じ
ていたこと、さらにヒトと同じように「地面
」に沿った物の輝度の違いをより効率的に探
索していたことを示唆している。 
 

 
 

実験2：「天井」の面における視覚探索 
 次に、図1を180度回転させたものをモニタ
画面に提示した。すると、ヒトには複数の立
方体は同一の「天井」の面に接地しているよ
うに見える。複数の立方体の中に１つだけ輝
度の違う面を持った立方体が含まれており、
この立方体に触れれば正解とした。実験1と同
様に、逆さまになった立方体の「上面」の輝
度が違う条件と、「側面」の輝度が違う条件の
2条件において、正解の立方体を検出するのに
かかる所要時間を計測した。 
 その結果、立方体を「天井」面の上に配置
した場合には、ヒト・チンパンジーともに「
上面」の色が違う条件と「側面」の輝度が違
う条件で検出時間に差がなかった。このこと

から、「地面」の上の物を探索する場合とは異
なり、「天井」の上の物を探索する場合には天
井に沿った面に対する効率的な処理は見られ
なかったといえる。 
さらに、「地面」における探索と「天井」に

おける探索にかかる所要時間を直接比較して
みた。すると、立方体の「上面」の輝度が違
う条件では、チンパンジーもヒトも「天井」
よりも「地面」の方が速く正解の立方体を検
出できることがわかった。一方、立方体の「
側面」の輝度が違う条件では、「天井」と「地
面」で正解の立方体を選択する所要時間に差
がなかった。 
 
 
４．研究成果 
以上の2つの実験から、これまで報告されて

きたように、ヒトでは「地面」の上の物の探
索は「天井」の上の物の探索よりも効率がよ
いことが示された。さらに、同様の手続きに
より、樹上で生活するチンパンジーもヒトと
同じように、「地面」上の物をよりすばやく見
つけ出せることが明らかになった。したがっ
て、チンパンジーにおいても「地面優位性効
果」が見られることが示唆された。 
これらの実験結果は、チンパンジーが2次元

画像から3次元の奥行きを知覚するというこ
れまでの証拠を拡張するだけでなく、3次元空
間を探索する際にもヒトとよく似た方略を用
いることを示すものである。一方、3次元空間
の利用の仕方の異なるヒトとチンパンジーで
同様の傾向が認められたことから、奥行き知
覚と身体や移動様式との関係については、異
なる手続きを用いたさらなる検討が必要であ
る。 
今後はヒトやその他の霊長類の発達段階に

おいて「地面優位性効果」がどのように獲得
されるかについても検討する必要があるだろ
う。特に、ヒトでは誕生から1歳前後にかけて
、移動様式に大きな変化が見られる。このよ
うな身体運動の発達速度は霊長類種間で異な
ることが知られている。たとえば、チンパン
ジーやマカクザルでは、移動を始めとした身
体運動能力の発達がヒトよりも早い。したが
って、異なる霊長類種間で「地面優位性効果
」の獲得過程を調べることにより、能動的な
移動経験の効果を確かめることができるだろ
う。 
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